
福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

　１　相談体制・情報提供の充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
継続的な相談支
援体制の充実

担当部署が連携し、障害
の有無に関わらず、発達
の段階に応じて、特別な
配慮が必要な子どもから
高齢者まで切れ目のない
継続的な相談支援体制を
整備します。

【社会福祉課】
生活や就労など、それぞれが抱
える問題に対し相談支援体制の
充実に努めました。

【障害福祉課】
各関係部署が主催するケース会
議に出席するとともに、個別支
援会議を開催し、個々の支援を
行いました。

【介護福祉課】
支援を要するケースに対して
ケース会議を開催し、関係部署
との連携を図り対応しました。
個別地域ケア会議に関連部署職
員が参加し個別事例について検
討を行いました。

【子ども育成課】
必要に応じて関係部署と連携
し、切れ目のない相談支援体制
の充実に努めました。

【こども家庭センター課】
各種健診や事業における相談に
ついて、必要に応じて関係部署
と連携し、必要な支援につなげ
ました。

【教育支援課】
関係部署と連携しながら、個々
のケースに応じた支援を行い、
切れ目のない相談支援体制の充
実に努めました。

A 継続 継続 継続

社会福祉課
障害福祉課
介護福祉課

子ども育成課
こども家庭セン

ター課
教育支援課

2
相談支援事業の
推進

在宅の障害者及びその家
族等の地域での生活を支
援するため、「福生市障
害者自立生活支援セン
ター　すてっぷ」におけ
る相談支援事業の充実を
図ります。

「福生市障害者自立支援
センター　すてっぷ」に
おいて、生活の基本であ
る住居、食事等の日常生
活に即した課題に対し
て、具体的な相談支援を
行うとともに、必要に応
じて関係機関への連絡調
整等を一体的に実施しま
した。
相談件数　10,945件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

3
精神障害者相談
支援事業の充実

「精神障害者地域活動支
援センター ハッピーウイ
ング」における相談支援
事業の充実を図ります。

「精神障害者地域活動支
援センター ハッピーウイ
ング」における相談支援
事業として、安心して過
ごせる場所、参加しやす
いように配慮した各種活
動・自主活動の支援、総
合的な相談支援や日常生
活全般における相談支援
を実施しました。
相談件数　2,981件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

4
高次脳機能障害
者相談支援の充
実

作業療法士等の有資格者
による「高次脳機能障害
者支援員」を配置し、高
次脳機能障害者、その家
族等への相談支援の充実
を図ります。

作業療法士等が日常生活
や社会生活の相談支援を
実施しました。
相談実人数　18人
相談件数 　110件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

5
基幹相談支援セ
ンターの充実

障害福祉に係る総合的な
相談に対応するととも
に、権利擁護、虐待防止
等に係る支援をします。
また、必要に応じて地域
の相談機関との連携、専
門機関の紹介を行い、基
幹相談支援センターの充
実を図ります。

障害福祉に係る様々な相
談に対応するとともに、
地域の相談機関との連携
や専門機関の紹介等を行
いました。また、東京都
障害者相談支援体制整備
事業のアドバイザー派遣
を活用し基幹相談支援セ
ンターの更なる充実を図
りました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

No

計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名

1

s_shafuku
事前資料３-２



福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

　１　相談体制・情報提供の充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度
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計画

所　管
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6
障害に配慮した
情報提供の充実

ユニコード、デイジー等
により、障害の特性に配
慮した情報提供の充実に
努めます。

【議会事務局】
【秘書広報課】
【ごみ減量対策課】
【協働推進課】
【教育総務課】
デイジーに対応した「声の市
議会だより」、「声の広報
ふっさ」、「声のごみリサイ
クルカレンダー、声のごみ・
資源分別一覧」、「声のあな
たとわたし」、「声の福生の
教育」を発行し、視覚障害者
への情報提供に配慮しまし
た。

【障害福祉課】
障害種別ごとの注意点を謳っ
た「障害者のための災害時避
難行動マニュアル」を窓口で
配布し、障害の特性に配慮し
た情報提供の充実に努めまし
た。

【選挙管理委員会事務局】
選挙前に、広報紙「選挙のお
知らせ」において、入院中の
人は不在者投票、手のけが等
で自ら字が書けない人は代理
投票、視覚障害のある人は点
字投票、重度の障害がある
人・要介護の人は郵便等によ
る不在者投票ができる旨記載
し、お知らせしました。

A 継続 継続 継続 全庁

7
障害福祉等サー
ビスに関する情
報提供の充実

広報、ホームページ、ガ
イドブック、情報メール
等を活用し、障害者が適
切なサービスを受けるこ
とができるよう情報提供
の充実に努めます。

だれもが容易に障害福祉
に関する情報が入手でき
るよう、広報やホーム
ページで周知し、窓口に
はガイドブックを用意す
る等、情報提供の充実を
図りました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課
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第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

２　権利擁護体制の確立

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
福祉サービス総
合支援事業の推
進

福祉センター内「成年後
見センター福生」で成年
後見相談、福祉サービス
苦情相談、権利擁護相
談、日常生活自立支援事
業（地域福祉権利擁護事
業）など総合的な福祉
サービス支援、権利擁護
の事業を実施します。

社会福祉協議会に委託し
て事業を実施しました。
年間相談件数　2,345件
初回相談人数　80人

A 継続 継続 継続
社会福祉課

2
成年後見制度利
用支援事業の周
知・促進

「成年後見制度支援事
業」の周知と利用を促進
し、障害者等への支援を
図ります。

社会福祉協議会に委託し
て事業を実施しました。
【相談件数】
　知的障害者　61件
　精神障害者　41件

A 継続 継続 継続
社会福祉課
障害福祉課

3
成年後見制度法
人後見支援事業
の周知・促進

「成年後見制度法人後見
支援事業」の周知と利用
促進を図り、障害者等へ
の支援を図ります。

社会福祉協議会に委託し
て事業を実施しました。
新規受任件数　　６件
受任終了件数　　０件

A 継続 継続 継続
社会福祉課

4
障害者虐待防止
センターの充実

「福生市障害者虐待防止
センター」の機能を充実
させ、関係機関と連携し
ながら虐待の防止、早期
発見、早期対応等に努め
ていきます。

虐待の通報に対し対応で
きる体制、緊急一時保護
施設の確保及び虐待防止
について広報等で周知を
図りました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

5
障害児の虐待の
防止等

学校、保育所等及び医療
機関との連携を強化する
とともに、要保護児童対
策地域協議会の機能を充
実させ、就学する障害児
や保育所等に通う障害児
等への虐待防止を図りま
す。

【障害福祉課】
【子ども育成課】
【こども家庭センター
課】
【教育支援課】
要保護児童対策地域協議
会代表者会議を2回、実務
担当者会議を４回開催
し、関係機関の連携を図
りました。
要保護児童対策地域協議
会代表者会議及び実務担
当者会議に出席し、情報
の共有及び連携に努めま
した。

【学務課】
要保護児童対策地域協議
会代表者会議の構成員で
はありませんが、障害児
等への虐待防止を図るた
め、学校及び関係機関と
情報の共有及び連携に努
めました。

A 継続 継続 継続

障害福祉課
子ども育成課

こども家庭セン
ター課
学務課

教育支援課
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

３　障害福祉サービスの充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
訪問系サービス
の充実

身体介護・家事援助など
のサービスを必要とする
障害者が在宅で安定した
日常生活を送ることがで
きるように、「訪問系
サービス」の充実を図り
ます。

訪問系サービスの充実を図り
ました。
　利用時間数 2,700時間/月
　利用者数　　  107人/月

A

利用時間数
2,437時間/

月
利用者数

114人/月

利用時間数
2,487時間/

月
利用者数

117人/月

利用時間数
2,558時間/

月
利用者数

121人/月

障害福祉課

2
重度身体障害児
入浴サービスの
実施

自宅の浴室等で入浴困難
な在宅の重度身体障害児
に福祉センターの特殊浴
槽を活用した入浴サービ
スを提供し、身体の清潔
を保つとともに、家族の
介護等の軽減を図りま
す。

自宅の浴槽等で入浴困難な在
宅の重度身体障害児が特殊浴
槽で入浴できる事業を実施し
ていますが、利用申請はござ
いませんでした。

B
利用者数
１人/月

利用者数
１人/月

利用者数
１人/月

障害福祉課

3
重度身体障害者
（児）訪問入浴
サービスの実施

自宅の浴室等で入浴する
ことが困難なおおむね６
歳から65歳未満の在宅の
重度身体障害者（児）の
身体の清潔の保持と心身
機能の維持等を図るた
め、自宅等に入浴車を派
遣し、訪問入浴サービス
を提供します。

訪問入浴サービス事業を実施
しました。
　利用者数　2人/月

A
利用者数
1人/月

利用者数
１人/月

利用者数
１人/月

障害福祉課

4 補装具費の支給

障害者の日常生活機能を
向上させて地域での自立
生活を容易にするため、
補装具費を支給します。

補装具費を支給するととも
に、制度の周知を図り利用の
促進に努めました。
　支給件数　113件/年

A 継続 継続 継続 障害福祉課

5 おむつ等の助成

常時臥床又はそれに準ず
る状態の重度心身障害者
（児）におむつ等を助成
します。

重度心身障害者（児）におむ
つ等を助成しました。
　利用者数　47人/年

A 継続 継続 継続 障害福祉課

6
短期入所サービ
スの実施

在宅の障害者が、保護者
又は家族の疾病等の理由
により家庭において介護
を受けることが困難に
なった場合に、施設等を
一時的に利用するサービ
スの充実を図ります。

短期入所サービスを実施しま
した。
　利用日数　159日/月
　利用者数　  32人/月

B

（福祉型）
利用日数

253日/月
利用者数
37人/月

（医療型）
利用日数
4日/月

利用者数
1人/月

（福祉型）
利用日数

281日/月
利用者数
41人/月

（医療型）
利用日数
4日/月

利用者数
1人/月

（福祉型）
利用日数

312日/月
利用者数
46人/月

（医療型）
利用日数
4日/月

利用者数
1人/月

障害福祉課

7
サービス等利用
計画の作成

障害福祉サービス・障害
児通所支援サービスを利
用する全ての障害者
（児）のために指定特定
相談支援事業所・指定障
害児相談支援事業所が適
切なサービス等利用計画
を作成することができる
ように努め、ケアマネジ
メントの充実を図りま
す。

適切なサービス等利用計画を
作成することができるよう、
新規の事業所指定を行うな
ど、提供体制の整備を図りま
した。
　利用者数
　　障害者　　97人/月
　　障害児　　43人/月

A
利用者数

114人/月
利用者数

118人/月
利用者数

121人/月
障害福祉課

8

デジタル技術を
活用した障害福
祉サービス事業
所等支援

障害者の生活の利便性向
上を目指し、障害者を支
援するデジタル機器の活
用を検討することと併せ
て、障害者施設等に対し
て、機器の活用に関する
情報提供を行います。

視覚障害者に対するスマート
フォン教室を東京都と共に実
施しました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

４　意思疎通支援の充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
手話通訳者の派
遣

聴覚及び言語機能の障害
のため、意思疎通を図る
ことに支障がある人へ、
手話通訳者を派遣しま
す。

手話通訳奉仕員派遣依頼に対
応し、迅速な派遣を行いまし
た。
　利用者数　23人/年

B
利用者数
39人/年

利用者数
43人/年

利用者数
48人/年

障害福祉課

2
手話通訳者の養
成

手話通訳者の養成研修を
実施し、技術のレベル
アップに努めます。ま
た、要約筆記、点訳、朗
読についても、養成に関
する情報提供等を行いま
す。

手話通訳者の養成を目的とし,
必要技術や心構え等を習得す
る養成講習会を実施しまし
た。
　参加者数　８人

B
参加者数
11人/年

参加者数
11人/年

参加者数
11人/年

障害福祉課

3
テレビ電話手話
通訳サービス等
の実施

聴覚障害者や外国人と円
滑な意思疎通を図るた
め、手話通訳、多言語通
訳が利用できる専用のタ
ブレット端末を設置しま
す。

【総合窓口課】
【保険年金課】
【障害福祉課】
【子ども育成課】
【こども家庭センター課】
専門端末の導入でより円滑に
手続きを行いました。
　手話通訳 ８件/年
　外国語通訳 313件/年

A １台 １台 １台

総合窓口課
保険年金課
障害福祉課

子ども育成課
こども家庭センター課

4
中等度難聴児発
達支援事業の実
施

両耳の聴力レベルが30ｄ
Ｂ以上であり、身体障害
者手帳交付の対象となる
聴力ではないが、補聴器
の装用により、言語の習
得等一定の効果が期待で
きる児童に対し、購入費
の一部を助成します。

中等度難聴児に対し、補聴器
の購入費の一部を助成する事
業を実施していますが、利用
申請はございませんでした。

B 継続 継続 継続 障害福祉課
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

５　経済的支援の実施

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
心身障害者福祉
手当の支給

心身障害者が受給できる
よう情報提供に努め、適
正に手当を支給します。

情報提供に努め、適正に手当
を支給しました。
　延べ支給者数 12,443件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
特別障害者手当
の支給

20歳以上の在宅の方で、
精神又は身体に著しく重
度の障害があるため日常
生活において常時特別の
介護を必要とする人に、
手当を支給します。

特別障害者手当を支給しまし
た。
　延べ支給者数　757件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

3
障害児福祉手当
の支給

20歳未満の在宅の方で、
精神又は身体に著しく重
度の障害があるため日常
生活において常時の介護
を必要とする児童に、手
当を支給します。

障害児福祉手当を支給しまし
た。
　延べ支給者数　225件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

4
重度心身障害者
手当の支給

心身に特に重度の障害が
あるため常時複雑な介護
を必要とする人に、手当
を支給します。

重度心身障害者手当を支給し
ました。
　延べ支給者数　6,276件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

5
特殊疾病患者福
祉手当の支給

原因が不明で治療方法が
確立されていない疾病の
うち、経過が慢性にわた
るなど特殊な疾病にり患
等している人に、手当を
支給します。

特殊疾病患者福祉手当を支給
しました。
　延べ支給者数　5,070件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

6
特別児童扶養手
当の支給

20歳未満の重度心身障害
児を家庭で監護又は養育
している人に東京都が手
当を支給します。（市が
申請受付）

適切な申請受付を行い、東京
都に送付しました。

A 継続 継続 継続 子ども育成課

7
児 童 育 成 手 当
（障害手当）の
支給

20歳未満の心身に一定の
障害がある児童を扶養し
ている人に、手当を支給
します。

児童育成手当を支給しまし
た。
　受給者数　41人

A 継続 継続 継続 子ども育成課

8
公 的 扶 助 、 年
金、手当の周知

制度についての周知に努
め、対象となる全ての人
が年金や各種手当等を受
給できるように図りま
す。

【保険年金課】
国民年金だよりを発行し、全
戸配布を行いました。また、
窓口、電話等で年金相談を行
いました。
　窓口相談　8,315件/年
　電話相談　  835件/年
　文書相談　 　 0件/年

【社会福祉課】
広報、ホームページ等で周知
するとともに、窓口、電話等
での相談において、制度等に
ついての周知に努めました。

【障害福祉課】
公的扶助等の制度について、
ホームページや広報への掲
載、ガイドブック等の配布に
より周知に努めました。

【子ども育成課】
広報、ホームページ（子育て
するならふっさ情報サイト
「こふくナビ」）、ガイド
ブック等で周知するととも
に、窓口、電話等での相談に
おいて、制度等についての周
知に努めました。

A 継続 継続 継続

保険年金課
社会福祉課
障害福祉課

子ども育成課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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５　経済的支援の実施

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度
No

計画
所　管

評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名

9
消費者相談の実
施

市役所（もくせい会館
内）に専門の相談員によ
る「消費者相談室」を継
続して開設し、障害者も
含めた市民の消費生活全
般に関する相談を受け付
け、情報の提供や助言な
ど消費者トラブルの解決
に向けて支援します。

消費生活相談員による消費者
相談を週３日（月水金）実施
しました。
　相談件数　241件/年

A 継続 継続 継続
シティセールス

推進課

7



福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第1節　障害のある人が元気に安心して暮らせるまちづくり

６　地域の安全と災害時を想定した対応

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
救急通報システ
ム事業の実施

ひとり暮らし等の在宅の
重度身体障害者、難病患
者等に専用通報機と無線
発報器を貸与することに
より、緊急事態に陥った
とき消防庁へ通報すると
ともに、地域の協力員の
援助を受けて救急車によ
る病院への搬送に対応し
ます。

ホームページ、ガイドブッ
ク、窓口等で周知し、事業実
施に努めました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
住宅火災通報シ
ステム事業の実
施

救急通報システム機器に
住宅用火災警報器を接続
することにより火災の発
生を東京消防庁に自動通
報するシステムを、18歳
以上でひとり暮らしの重
度心身障害者の自宅へ設
置します。

ホームページ、ガイドブッ
ク、窓口等で周知し、事業実
施に努めました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

3
防災行政無線の
聴覚障害者対応

災害時における聴覚障害
者への配慮として、防災
行政無線の文字表示によ
る情報提供に努めます。

火災時等に聴覚障害者への文
字表示での通知を実施しまし
た。

A 継続 継続 継続 防災危機管理課

4
ＴＣＮによる火
災等告知放送

防災行政無線で市内広報
した火災情報（住所等）
と同じ内容をＴＣＮのテ
レビ画面上にテロップ表
示し、視覚による情報を
提供します。

火災情報をＴＣＮのテレビ画
面上にテロップ表示し、視覚
による情報を提供しました。

A 継続 継続 継続 防災危機管理課

5
避難行動要支援
者の支援体制の
整備

消防署、消防団、警察
署、社会福祉協議会、民
生委員・児童委員、自主
防災組織等と連携して避
難行動要支援者の把握に
努め、支援体制を整備し
ていきます。

個人情報の更新、蓄積を行
い、災害時に備えました。 A 継続 継続 継続 防災危機管理課

6
ヘルプマークの
周知

ヘルプカードやヘルプバ
ンダナ等の配布を行い、
ヘルプマークを様々な機
会に広く周知します。

ヘルプカードやヘルプバンダ
ナ等の配布を行うとともに、
ヘルプマークの周知に努めし
ました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

7
災害時の避難行
動等に関する周
知

「障害者のための災害時
避難行動マニュアル」や
「災害時の避難誘導　障
害者を支援する時のポイ
ント」等を掲示・配布し
て、災害時に避難行動要
支援者が円滑に避難でき
るように周知に努めま
す。

「障害者のための災害時避難
行動マニュアル」や「災害時
の避難誘導　障害者を支援す
る時のポイント」をホーム
ページで周知するとともに、
窓口での手帳新規取得者に配
布し、周知を図りました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

8
福祉避難所の確
保と周知

災害時に一般の避難所で
の集団生活が困難な強度
行動障害者など、特に配
慮を必要とする障害者の
ための福祉避難所を確保
するとともに周知を図り
ます。

配慮を必要とする障害者のた
めの福祉避難所を確保し、
ホームページやガイドブック
にて周知を図り、また、市総
合防災訓練に合わせて防災備
品の組立て訓練等を実施しま
した。

A 継続 継続 継続
防災危機管理課

障害福祉課

9
救 急 医 療 情 報
キットの周知

救急医療に役立つ「救急
医療情報キット」の周知
と配布に取り組みます。

広報ふっさや市ホームページ
でのPRのほか、地域包括支
援センター及び高齢者見守り
ステーションによる訪問案内
も実施しました。
　配布人数　244人

A 継続 継続 継続 介護福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度
No

計画
所　管

評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名

10
施設のバリアフ
リー化

道路、公園、建築物等の
市の公共施設や鉄道駅、
不特定多数の市民が利用
する民間事業所のバリア
フリー化、ユニバーサル
デザインを推進します。

【社会福祉課】
東京都福祉のまちづくり条例
に基づく届出を受け付ける
際、整備基準を満たすよう指
導するとともに、更なるバリ
アフリー化に努めるよう助言
等行いました。

【道路下水道課】
不特定多数の人が、安全安心
に歩道が利用できるよう補修
を実施しました。

【公共施設マネジメント課】
福生第四小学校空調等改良工
事設計委託にて、便所等のバ
リアフリー化、武蔵野台テニ
スコート管理棟改築工事設計
委託にてトイレ等のバリアフ
リー化の実施設計を完了しま
した。

A 継続 継続 継続

公共施設マネジメ
ント課

環境政策課
社会福祉課

まちづくり計画課
道路下水道課

11
社会福祉施設等
と地域の協力体
制の整備

社会福祉施設等につい
て、要配慮者の受入れ場
所としての役割を果たし
てもらうため、施設のバ
リアフリー化による安全
の確保や特性を踏まえた
避難スペースの確保等の
必要性について周知し、
協力体制を構築します。

市内福祉事業所と協定を結
び、災害時において配慮が必
要な方を受け入れる福祉避難
所を整備しました。
　福祉避難所　７か所

A 継続 継続 継続 障害福祉課
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第2節　子どもの健やかな発育・発達を支援するまちづくり（障害児福祉計画）

１　障害の早期発見と障害児の療育支援

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
乳幼児健康診査
の実施

乳幼児の健全な発育・発
達と疾病等の早期発見・
早期治療を目指し、受診
率の向上、保健指導の内
容の充実を図りながら、
引き続き乳幼児健康診査
を実施します。

【健康診査受診率】
３か月児　96.0％
６か月児　84.6％
９か月児　84.9％
１歳6か月児　94.3％
３歳児　　98.2％

A 継続 継続 継続
こども家庭セン

ター課

2
発育・発達支援
につながる連携
の推進

乳幼児健診や健診後の
フォロー事業から各乳幼
児施設・機関までの、発
育・発達支援につながる
連携を進めます。

【子ども育成課】
園と関係機関との連携を円滑
にするための支援を行いまし
た。

【子ども政策課】
必要に応じて関係機関と連携
し、フォローを行いました。
児童館では、週３回以上の子
育て相談を実施しました。ま
た、0～6歳児対象の子育て
ひろば事業を児童館で実施
し、乳幼児の発達支援の充実
を図りました。

【こども家庭センター課】
母子保健係は、乳幼児健康診
査等を実施し、必要に応じて
関係機関との連携を図り、適
切な支援につなげました。
巡回相談では、各園と協力し
乳幼児の発育・発達を見守る
とともに、保護者とともに相
談を進めていく体制を作りま
した。
こども家庭支援係は、必要に
応じて関係機関との連携を図
りました。

A 継続 継続 継続

子ども育成課
子ども政策課

こども家庭セン
ター課

3
臨床心理士等の
巡回相談の充実

臨床心理士等が保育園・
幼稚園を巡回訪問し、子
どもの発達等に関する問
題について、保護者、職
員から直接相談を受け、
個別支援から就学支援に
向けた取組を行います。

【こども家庭センター課】
母子保健係は、市内18園あ
る保育園・幼稚園を巡回し、
行動観察及び保育士や保護者
への助言とともに課題を見取
り、相談に応じました。
　巡回回数　延べ174回/年
　相談件数　延べ751件/年

A 継続 継続 継続
こども家庭セン

ター課

4
児童発達支援の
充実

未就学の障害児に対し
て、児童発達支援又は医
療型児童発達支援によ
り、日常生活における基
本的な動作の指導、知識
技術の付与、集団生活へ
の適応訓練を行います。
また、重症心身障害児で
外出が著しく困難な児童
に対しては、居宅訪問型
児童発達支援により、日
常生活における基本的な
動作の指導等を行いま
す。

未就学の障害児に対して、児
童発達支援を行いました。

　利用日数　412日/月
　利用者数　  70人/月

A

利用日数
397日/月
利用者数
59人/月

利用日数
451日/月
利用者数
67人/月

利用日数
505日/月
利用者数
75人/月

障害福祉課

5
教育・保育施設
での障害児の受
入れ

幼稚園、認定こども園、
保育園では、保育士等の
支援により集団生活が可
能な障害児を受け入れ、
健常児とともに幼児教
育、集団保育を実施する
ことで、健全な社会性の
成長、発達を促進しま
す。また、障害児のいる
保護者の就労等を支援し
ます。

障害児を受け入れる幼稚園、
保育園に補助金等を交付し、
受け入れの促進を図りまし
た。
　実人数
　　幼稚園　18人/年
　　保育園　79人/年

A 継続 継続 継続 子ども育成課

6
保育所等訪問支
援の実施

保育所等を利用中の障害
児に対して、利用する保
育所等を訪問し、集団生
活への適応のための専門
的な支援を行います。

ホームページ、ガイドブッ
ク、窓口等で周知に努めまし
た。
　利用日数　５日/月
　利用者数　５人/月

A

利用日数
6日/月

利用者数
3人/月

利用日数
6日/月

利用者数
3人/月

利用日数
6日/月

利用者数
3人/月

障害福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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１　障害の早期発見と障害児の療育支援

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度
No

計画
所　管

評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名

7
学童クラブでの
障害児の受入れ

全ての学童クラブにおい
て、指導員等の支援によ
り集団生活が可能で、か
つ通所することができる
障害児を受け入れ、健常
児とともに育成すること
で、健全な社会性の成
長、発達を促進します。
また、障害児のいる保護
者の就労等を支援しま
す。

障害児を受け入れる学童クラ
ブに補助金等を交付し、受け
入れの促進を図りました。
　障害児数　  62人/年

A 継続 継続 継続 子ども政策課

8
放 課 後 等 デ イ
サービスの実施

学校に通学している障害
児に対して、放課後・休
日や夏休み等の長期休暇
中に、生活能力向上のた
めに必要な訓練、社会と
の交流の促進等の支援を
行います。

放課後等デイサービスを実施
しました。
　利用日数　1,339日/月
　利用者数　   115人/月

A

利用日数
1,464日/月

利用者数
88人/月

利用日数
1,651日/月

利用者数
88人/月

利用日数
1,862日/月

利用者数
88人/月

障害福祉課

9
障害児相談事業
の実施

障害児に関する知識と経
験を持つ専門職員を地域
子育て支援事業を実施す
る施設等に配置し、障害
児が社会で自立できるよ
う継続的な相談や支援を
します。

【子ども政策課】
障害児相談事業について、他
の相談事業に合わせて実施
し、児童館職員による相談支
援を行える環境を整えまし
た。

【子ども育成課】
子育て支援事業の実施時に、
他の相談事業と合わせて保育
士が相談に応じ、必要に応じ
て専門機関等を紹介しまし
た。

【こども家庭センター課】
母子保健係において、乳幼児
の保護者からの相談（申請）
に対応し、個別相談、プレイ
セラピー、心理検査等を行
い、継続的に相談に応じまし
た。また、必要に応じて医療
機関や就学相談等の関係機関
を紹介しました。
　個別相談延べ412件
　関係機関紹介
　　医療機関30件
　　就学相談63件

A 継続 継続 継続

子ども政策課
子ども育成課

こども家庭セン
ター課

10
児童館における
障害児対象事業
の実施

障害児に集団で遊ぶ機会
を与え、その遊びを通し
て社会性の基礎を養うと
ともに、孤立しがちな保
護者同士の交流を図り、
親子が共に成長できる機
会を提供します。また、
兄弟姉妹への支援も行い
ます。

障害児及びその保護者を対象
とした事業「余暇活動広場
GOGOクラブ」を3回実施
し、延べ27人の方に参加を
していただきました。引き続
き、子ども及び保護者の交流
の機会の提供を行っていきま
す。

A 継続 継続 継続 子ども政策課

11
医療的ケア児に
対する支援のた
めの体制整備

関係機関及び当事者団体
から構成される協議の場
を設けるとともに、保育
所等や医療的ケア児支援
センターとも連携し、関
連分野の支援を調整する
コーディネーターの配置
を促進すること等による
総合的な支援体制を構築
します。

医療的ケア児について、関係
部署と支援方法等、情報共有
の場を設けました。
開催件数１回

A 継続 継続 継続 障害福祉課

12
児童発達支援セ
ンターによる各
事業の実施

児童発達支援センターで
は相談支援事業、療育支
援事業、地域支援事業の
３つの事業を柱として、
障害児や保護者に対し、
切れ目のない支援を行い
ます。

児童発達支援センターを開設
し、発達に課題のあるお子さ
んへの療育や保護者への相談
支援、保護者同士の交流の場
を提供しました。
開催回数12回

A 継続 継続 継続 障害福祉課

11



福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第2節　子どもの健やかな発育・発達を支援するまちづくり（障害児福祉計画）

２　切れ目のない障害児サービスの充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

2
関係機関との連
携による支援体
制の充実

東京都発達障害者支援セ
ンター、保健所等の関係
機関と連携した支援体制
の充実に努めます。

【障害福祉課】
東京都発達障害者支援セン
ター、保健所等、関係機関と
連携した支援の体制の強化・
充実に努めました。
　地域自立支援協議会
  ３回/年
　保健所との連絡会
  12回/年

【こども家庭センター課】
医療機関等へ母子保健係の周
知を行うとともに、必要に応
じて関係機関と連携を図り、
相談支援を行いました。
　関係機関連携会議
   97回/年

A 継続 継続 継続
障害福祉課

こども家庭セン
ター課

計画
所　管No 事業名 事業内容 令和6年度実績 評価

評価C･D･Eの
理由・課題

継続 継続

障害福祉課
子ども育成課

こども家庭セン
ター課

教育指導課
教育支援課

1
継続的・計画的
な支援体制の充

実

児童発達支援センターを
中心に就学前から就学へ
と発達支援がつながって
いくための継続的・計画
的な支援体制の充実を図
ります。更に、就労への
移行等、包括的な切れ目
のない支援に努めます。

継続

【障害福祉課】
発達に課題のある障害児の支
援体制の充実を図るため、児
童発達支援センターを開設
し、関係機関と連携して、相
談支援を行いました。

【子ども育成課】
保育施設には、「保育所児童
保育要録」を、幼稚園には、
「幼稚園幼児指導要録」を就
学先の小学校長に送付するよ
うに各園に依頼し、切れ目の
ない支援に努めました。

【こども家庭センター課】
母子保健係は、発達に課題の
あるお子さんの発達健康診査
受診について、必要に応じて
枠配分の調整ほか、近隣の対
応可能な医療機関と連携を図
りました。
発達障害への理解を深めるた
めの講演会を実施したほか、
必要に応じて関係機関と連携
を図りました。また、巡回相
談リーフレットを市内保育
園・幼稚園の4歳児クラスと
5歳児クラスに配布し、巡回
相談及び個別相談の周知を行
いました。
こども家庭支援係は、関係機
関と連携して、相談・支援を
行いました。

【教育指導課】
福生市特別支援教育リーフ
レット「子育ての困りごと、
ありませんか？」を市内の5
歳児全員及び市立学校に配布
し、継続的・計画的な支援づ
くりの充実を図りました。

【教育支援課】
必要に応じて関係機関と連携
を図りました。また、小学校
就学から中学校在学まで、特
別な支援が必要なお子さんに
対し、その子にとって適して
いる支援を受けられるよう、
就学手続きや転学手続きの相
談に対応しました。

A

12



福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第2節　子どもの健やかな発育・発達を支援するまちづくり（障害児福祉計画）

３　特別支援教育・インクルーシブ教育の推進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
特別支援教育の
充実

特別な教育的支援を必要
とする児童・生徒が、
個々の教育ニーズに応じ
た指導を受けられるよ
う、指導内容・方法の充
実や合理的配慮の提供、
「特別支援学級指導補助
員」の活用を進めます。
また、専門家による巡回
相談の充実により、障害
特性に応じた適切な教育
的支援を行うよう努めま
す。

【教育指導課】
「福生市特別支援教育プログ
ラム 福生市特別支援教育第二
期・第二次実施計画」に基づ
き、特別支援学級指導補助員
の配置や、専門家による巡回
相談を実施強化することで、
特別支援学級における指導の
充実を図りました。　また、
令和６年度より都のインク
ルーシブ教育システム体制整
備推進事業を活用し、特別支
援教育の充実を図りました。

【教育支援課】
小学校就学から中学校在学ま
で、特別な支援が必要なお子
さんに対し、その子にとって
適している支援を受けられる
よう、就学手続きや転学手続
きの相談に対応しました。

A 継続 継続 継続
教育指導課
教育支援課

2
交流及び共同学
習の充実

障害児の自立と社会参加
を見据えて、その時点で
教育的ニーズに最も的確
に応える指導を提供でき
る、多様で柔軟な仕組み
の整備・充実を図りま
す。また、交流・共同学
習の積極的な推進によっ
て、相互理解を促進して
いきます。

【教育指導課】
都立の特別支援学校に在籍す
る児童・生徒に対して副籍制
度を実施し、学校行事や地域
行事等における交流、学習活
動への参加等や、学校・学級
だよりの交換等を通じて、居
住する地域とのつながりの維
持・継続を図りました。

【学務課】
都立の特別支援学校に在籍す
る児童・生徒に対して副籍制
度を実施し、学校行事や地域
行事等における交流、学習活
動への参加等や、学校・学級
だよりの交換等を通じて、居
住する地域とのつながりの維
持・継続を図りました。

A 継続 継続 継続
教育指導課

学務課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第３節　地域の理解のもと障害のある人もいきいきと参加しているまちづくり

１　障害の理解と合理的配慮の推進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
理解を深めるた
めの啓発の推進

広報、ホームページ、情
報メール、イベント、パ
ンフレット等によって、
福祉情報の提供や理解の
促進に努めます。

市の広報、ホームページ、パ
ンフレット等による福祉情報
の提供や障害者週間に障害者
が制作した作品の展示や授産
品販売、「障害者週間」にて
精神障害者についての講演会
を実施し、理解の促進に努め
ました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
学校教育におけ
る福祉教育の充
実

総合的な学習の時間や特
別活動でのボランティア
体験学習や障害者との交
流学習などを通して、福
祉教育の充実に努めま
す。

児童・生徒が社会の一員とし
て自覚を高め、健全で豊かな
心を育むことをねらいとし
て、学校と地域が協力して福
祉体験やボランティア学習等
の体験活動を実施しました。

A 継続 継続 継続 教育指導課

3
社会教育におけ
る福祉教育の充
実

「心のバリアフリー」や
「互いに支え合い、共に
生きることができる社
会」等の実現を目指し、
福祉教育の充実に努めま
す。

公民館各館で地域福祉講座を
実施し、福祉教育の充実に努
めました。

A 継続 継続 継続 公民館

4
障害者施設授産
品販売の支援

市役所内で障害者施設の
授産品販売を支援するこ
とにより、障害者の自立
を促進します。また、障
害者と健常者の交流の機
会を増やし、障害者に対
する理解を促進し、市民
への普及啓発の機会とし
ます。

【契約管財課】
【障害福祉課】
市役所内で障害者施設に場所
を提供し、物品販売を行って
もらうことにより、障害者の
自立を促進するとともに、障
害者施設に対する理解を深め
る等、市民への普及啓発の機
会としました。
　事業所数　７事業所
　販売回数　95回/年

A 継続 継続 継続
契約管財課
障害福祉課

5
当事者会・家族
会の活動の支援

障害者と家族が支え合
い、地域で生活する力を
養えるよう、当事者会・
家族会への情報発信等に
より活動を支援します。

障害児家族会が実施する団体
内向け勉強会の資料作成支援
を行いました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

6
「心のバリアフ
リー」の推進

障害を理由とする差別の
解消と合理的配慮の提供
について、様々な機会を
通じて普及啓発を推進し
ます。

差別の解消と合理的配慮の提
供について、市の新入職員を
対象に研修を実施しました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第３節　地域の理解のもと障害のある人もいきいきと参加しているまちづくり

２　社会参加の促進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
優先調達法の活
用

優先調達法の活用によ
り、障害者施設の活動の
充実と、障害者の自立の
促進を目指します。

優先調達方針を公開し、障害
者施設の活動の充実と障害者
の自立を促進しました。
　26件　1,037,840円

A 継続 継続 継続 全庁

2
手話通訳者の配
置

議会本会議、委員会及び
公民館事業に、必要に応
じて手話通訳者を配置
し、聴覚障害者にも活動
の場を広げ、自主的な活
動ができるよう支援しま
す。

【議会事務局】
事業を予定していましたが、
利用者はありませんでした。

【公民館】
市民文化祭開場式、公民館の
つどいおよび男女共同参画講
演会において、手話通訳者を
配置しました。

A 継続 継続 継続
議会事務局

公民館

3
図書等宅配サー
ビスの実施

身体障害者（視覚障害又
は肢体不自由の2級以上）
等に図書等の宅配サービ
スを実施します。

登録者数　７人
利用者数　６人
宅配件数　60件

A 継続 継続 継続 図書館

4
障害者青年学級
の実施

義務教育終了後、集団活
動を通した学習や基礎的
生活習慣の取得、仲間づ
くりを行う機会として
「青年学級にじのはらっ
ぱ」を実施します。

青年学級にじのはらっぱを通
年で実施しました。

A 継続 継続 継続 公民館

5
スポーツ・レク
リエーション事
業の実施

障害のある人でも気軽に
参加できる教室事業等の
開催により、障害のある
人がスポーツに触れる機
会の充実を図ります。

パラスポーツ体験事業
　延べ参加者数　124人

A 継続 継続 継続 スポーツ推進課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第３節　地域の理解のもと障害のある人もいきいきと参加しているまちづくり

３　外出支援施策の推進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
自動車運転教習
費の助成

身体障害者の生活圏の拡
大と日常生活の利便を図
るため、自動車運転教習
費用の一部を助成しま
す。

身体障害者の生活圏の拡大と
日常生活の利便を図るため、
自動車運転教習の費用の一部
を助成する事業を実施してい
ますが、利用申請はございま
せんでした。

B
・運転教習
　１件/年

・運転教習
　１件/年

・運転教習
　１件/年 障害福祉課

2
自動車改造費の
助成

身体障害者の生活圏の拡
大と日常生活の利便を図
るため、自ら所有し運転
する自動車を改造する必
要がある人に、費用の一
部を助成します。

身体障害者の生活圏の拡大と
日常生活の利便を図るため、
自動車を改造する費用の一部
を助成する事業を実施してい
ますが、利用申請はございま
せんでした。

B
・改造
　１件/年

・改造
　１件/年

・改造
　１件/年

障害福祉課

3
タクシー費用の
助成

電車、バス等通常の交通
機関を利用することが困
難な重度の障害者にタク
シー費用の一部を助成し
ます。

電車、バス等通常の交通機関
を利用することが困難な重度
の障害者にタクシー利用券を
給付しました。
　給付者数　398人

A 継続 継続 継続 障害福祉課

4
自動車ガソリン
費用の助成

障害者が日常生活の利便
及び拡大を図るため利用
する自動車のガソリンの
費用の一部を助成しま
す。

障害者が日常生活の利便およ
び拡大を図るため利用する自
動車のガソリンの費用の一部
を助成しました。
　助成者数　392人

A 継続 継続 継続 障害福祉課

5 同行援護の実施

重度視覚障害者（児）の
外出時に同行して、移動
に必要な情報の提供や支
援を行います。

重度視覚障害者（児）の外出
時に同行して移動に必要な情
報の提供や援護を行う「同行
援護」のサービスを実施しま
した。
　支給決定者数　20人

A 継続 継続 継続 障害福祉課

6 移動支援の実施

屋外での移動が困難な障
害者等が円滑に外出でき
るよう、移動を支援する
事業を実施します。

円滑に外出できるよう、移動
を支援する事業を実施しまし
た。
　利用者数　　　 54人/月
　利用時間数　588時間/月

A

利用者数
57人/月

利用時間数
612時間/月

利用者数
63人/月

利用時間数
612時間/月

利用者数
69人/月

利用時間数
740時間/月

障害福祉課

7 行動援護の実施

行動上、著しい困難を有
する障害者の外出時に、
危険を回避するために必
要な支援を行います。

行動上、著しい困難を有する
障害者が外出するときに、危
険を回避するために必要な支
援を行いました。
　支給決定者数　１人

A 継続 継続 継続 障害福祉課

8
福祉バスの利用
促進

障害者等の外出をサポー
トするため、福祉バスの
周知と利用を促進しま
す。

福祉バスの周知をして、利用
の促進を図りました。
　新規登録者数　644人

A 継続 継続 継続 介護福祉課

9
移送サービス事
業の実施

移送サービスを必要とす
る人のため、運転ボラン
ティアの協力等により車
いす専用車（ハンディ
キャブ）の運行を行う事
業を支援します。（社会
福祉協議会が実施）

延べ利用者数　16人
A 継続 廃止 廃止 介護福祉課

10
ハンディキャブ
の貸し出し

歩行困難な方の外出時
に、家族や知人に車いす
専用車（ハンディキャ
ブ）を貸し出す事業を支
援します。（社会福祉協
議会が実施）

貸出回数　22回 A 継続 検討 検討 介護福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第３節　地域の理解のもと障害のある人もいきいきと参加しているまちづくり

４　就労の支援・促進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
就労支援事業の
実施

障害者の一般就労に向
け、「福生市障害者自立
生活支援センター　す
てっぷ」の就労専門職員
が、ハローワークなどの
関係機関と連携を取りな
がらきめ細やかな支援を
行います。

ハローワークなどの関係機関
と連携を取りながら、きめ細
やかな支援を行いました。
　就労支援　延べ5,735件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
障害者就業・生
活支援センター
との協働推進

障害者の自立を目指し、
就職のあっせんや生活相
談等を地域の支援機関と
連携して実施する「障害
者就業・生活支援セン
ター」と協働し、就労面
と生活面の支援を一体的
に推進します。

「障害者就業・生活支援セン
ター」と協働し、就労面と生
活面の支援を一体的に推進し
ました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

3
障害者雇用への
理解の促進

一般企業等の障害者雇用
への理解を促進するた
め、ハローワーク等と連
携して各種啓発等を行う
とともに、法定雇用率の
達成を目指して協力を求
めていきます。

企業・事業主等の障害者雇用
に伴い、各種啓発等を行うと
ともに、ハローワークと情報
共有、協力し理解の促進に努
めました。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

4
就労移行支援の
実施

一般企業等への就労を希
望する障害者に、一定期
間、就労に必要な知識及
び能力の向上のために必
要な訓練を行います。

一般企業などへの就労を希望
する障害者に、一定期間、就
労に必要な知識及び能力の向
上のために必要な訓練を行い
ました。
　利用者数　19人/月
　

A
利用者数
12人/月

利用者数
12人/月

利用者数
12人/月

障害福祉課

5
就労定着支援の
実施

障害者との相談を通じて
生活面の課題を把握する
とともに、企業や関係機
関等との連絡調整やそれ
に伴う課題の解決に向け
て必要となる支援を行い
ます。

障害者との相談を通じて生活
面の課題を把握するととも
に、企業や関係機関等との連
絡調整やそれに伴う課題の解
決に向けて必要となる支援を
行いました。
　利用者数　4人/月

A
利用者数
4人/月

利用者数
4人/月

利用者数
4人/月

障害福祉課

6
職場体験実習の
実施

就労支援事業所等との連
携により、就労を希望し
ている障害者の就労意欲
を高め、自立した生活及
び社会参加の促進を図り
ます。

新型コロナの影響により事業
が中断したことから、事業ス
キーム再構築をするため事業
の実施はできませんでした。

D

事業スキーム
の再構築を行
うが、庁舎内
のスペース確
保も問題とし
て認識してい
る。

継続 継続 継続 障害福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第４節　障害のある人の地域生活の基盤づくり

１　日中活動の場の確保

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1 生活介護の実施

常に介護を必要とする方
に、昼間、入浴、排泄、
食事の介護などを行うと
ともに、創作的活動又は
生産活動の機会を提供し
ます。

常に介護を必要とする方
に、昼間、入浴、排泄、
食事の介護などを行うと
ともに、創作的活動又は
生産活動の機会を提供し
ました。

　利用者数
　生活介護　103人/月

A

利用者数
　生活介護
　97人/月

利用者数
　生活介護
   96人/月

利用者数
　生活介護
　95人/月

障害福祉課

2
就労継続支援の
実施

一般企業への就労が難し
い方に、働く場を提供す
るとともに、知識及び能
力の向上のために必要な
訓練を行います。

一般企業への就労が難し
い方に、働く場を提供す
るとともに、知識及び能
力の向上のために必要な
訓練を行いました。

　利用者数
　A型     11人/月
　B型　141人/月

A

利用者数
　A型
　7人/月
　B型
　149人/月

利用者数
　A型
　8人/月
　B型
　154人/月

利用者数
　A型
　9人/月
　B型
　160人/月

障害福祉課

3
日中一時支援の
実施

介護者が緊急、その他や
むを得ない理由により介
護できないときに、障害
者の日中における活動の
場の確保及び一時的な介
護の支援を行います。

介護者が緊急、その他や
むを得ない理由により介
護できないときに、障害
者の日中における活動の
場の確保及び一時的な介
護の支援を実施していま
すが、利用はありません
でした。

B
利用者数
　日中一時
　0人/月

利用者数
　日中一時
　0人/月

利用者数
　日中一時
　0人/月

障害福祉課

4
地域活動支援セ
ンター事業の実
施

創作的活動又は生産活動
の機会の提供、社会との
交流等を行い、地域での
自立した生活の支援と社
会参加の促進を図りま
す。

創作的活動又は生産活動
の機会の提供、社会との
交流を行い、地域での自
立した生活の支援と社会
参加の促進を図りまし
た。

　利用者数
　地域活動支援センター
　2箇所　46人/年

B
利用者数
　60人/年

利用者数
　60人/年

利用者数
　60人/年

障害福祉課

No
計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第４節　障害のある人の地域生活の基盤づくり

２　居住の場の確保

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
グループホーム
への支援

障害者の自立生活の支
援・促進のため、居住の
場であるグループホーム
の運営の支援を図りま
す。また、入居する障害
者への支援を行います。

グループホームの運営支援及
び入居者への家賃助成を行い
ました。
　家賃助成　292件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
住宅設備改善費
給付事業の実施

重度身体障害者（児）
に、住宅の整備、改善に
要する経費を給付し、地
域での自立した生活を支
援します。

重度身体障害者（児）に、住
宅の整備、改善に要する経費
を給付する事業を実施してい
ます。
　給付件数　２人

A 継続 継続 継続 障害福祉課
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計画

所　管
評価C･D･Eの
理由・課題評価令和6年度実績事業内容事業名
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第４節　障害のある人の地域生活の基盤づくり

３　保健・医療サービスの充実

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
自 立 支 援 医 療
（更生医療費）
の助成

18歳以上の身体障害者を
対象に、障害の除去又は
軽減が見込まれる等、当
該障害に対して確実な治
療効果が期待される医療
費について、自己負担分
を軽減します。

更生医療費の助成を行い、本
人負担を軽減しました。
　支給決定者数　65人

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2
自 立 支 援 医 療
（精神通院医療
費）の助成

精神疾患を理由として継
続的に通院が必要な人の
医療費の自己負担分を軽
減します。

精神通院医療費の助成を行
い、自己負担を軽減しまし
た。
　件数　1,331件

A 継続 継続 継続 障害福祉課

3
自 立 支 援 医 療
（育成医療費）
の支給

18歳未満で肢体不自由、
視覚障害、心臓障害等の
機能障害があり、手術等
により改善が見込まれる
人の、医療費の自己負担
分を軽減します。

育成医療の支給を行い、自己
負担を軽減する事業を実施し
ていますが、対象者はいませ
んでした。

B 継続 継続 継続 子ども育成課

4
小児精神障害者
入院医療費助成

精神科の入院治療を必要
とする18歳未満の者に対
し入院医療費を助成しま
す。

小児精神障害者の入院医療費
を助成する事業を実施してい
ますが、利用者はありません
でした。

B 継続 継続 継続 障害福祉課

5
精神保健対策の
推進

様々な機会を通して、
「こころの健康」につい
ての普及啓発を行い、相
談体制の充実を図り、問
題を早期に発見し、医療
機関とも連携し適切な支
援を受けることができる
ように努めます。

【障害福祉課】
広報により普及啓発を行うと
ともに、保健師、精神保健福
祉士の専門員による相談支援
を図りました。

【健康課】
健康づくり推進員によるあい
さつ運動（イベント時・福生
駅頭）及び心の健康に関する
リーフレットとティッシュを
配布しました。

A 継続 継続 継続
障害福祉課

健康課
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福生市障害者計画・第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画進捗状況調査一覧

第４節　障害のある人の地域生活の基盤づくり

４　地域移行・地域定着の支援と促進

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度

1
関係機関のネッ
トワーク構築

障害者支援施設、医療機
関、障害福祉サービス事
業所等の関係機関が連携
して、施設入所者や精神
科病院に入院している方
の地域移行・地域定着に
取り組みます。

「福生市地域自立支援協議
会」を中心として、障害者福
祉施設、障害福祉サービス事
業所等、関係機関と官民一体
の有機的連携のネットワーク
の構築を図りました。
　定例会　３回
　専門部会　３回×５部会

A 継続 継続 継続 障害福祉課

2 地域移行の支援

障害者支援施設、精神科
病院、児童福祉施設を利
用する18歳以上の方等を
対象に、地域生活を送る
ための計画作成、相談支
援、住居の確保、関係機
関との調整等を行いま
す。

障害者支援施設、精神科病
院、児童福祉施設を利用する
18歳以上の方等を対象に、
地域生活を送るための事業を
実施していますが、利用はあ
りませんでした。

B
利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

障害福祉課

3 地域定着の支援

居宅において単身で生活
している障害者を対象
に、常に連絡の取れる体
制を確保し、緊急時には
必要な支援を行います。

居宅において単身で生活して
いる障害者を対象に、常に連
絡の取れる体制を確保し、緊
急時には必要な支援を行う事
業を実施していますが、利用
はありませんでした。

B
利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

障害福祉課

4
自立生活援助の
実施

障害者支援施設、グルー
プホーム等から居宅生活
へ移行する障害者等につ
いて、定期的な巡回訪問
等により地域生活を支援
します。

障害者支援施設等から居宅生
活へ移行する障害者につい
て、定期的な巡回訪問等によ
り、地域生活を支援する自立
生活援助事業を実施していま
すが、利用はありませんでし
た。

B
利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

利用者数
1人/月

障害福祉課

5
福祉サービス充
実のための研修
参加

行動障害を有する者、精
神障害者や罪を犯した障
害者の特性に応じた支援
を実施できるよう、関係
機関への研修周知及び研
修参加に努めます。

行動障害を有する者等の特性
に応じた支援を実施できるよ
う、関係機関への研修の周知
及び研修への参加をしまし
た。

A 継続 継続 継続 障害福祉課

6

ヤングケアラー
を含む家族支
援、サービス提
供体制の確保

ヤングケアラーを始めと
する障害者の家族支援に
ついて相談や障害福祉
サービス等に関する情報
提供を実施して必要な支
援につなぐとともに、障
害者の家族援助等の必要
なサービスの提供体制の
確保に取り組みます。

【障害福祉課】
障害者や家族との相談や関係
機関との情報共有を実施し、
必要な支援につなげる提供体
制を確保しました。

【こども家庭センター課】
子どもと家庭の総合相談によ
り、相談者のニーズ等を傾聴
するとともに、障害福祉サー
ビスが必要な家庭と判断した
場合は、障害福祉課と連携し
必要な支援につなげました。

A 継続 継続 継続
障害福祉課

こども家庭セン
ター課
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